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ビ
ル
マ
僧
の
教
化
活
動

│
元
政
治
囚
の
僧
侶
た
ち
の
場
合
│

馬
　
島
　
浄
　
圭

　
二
〇
一
二
年
三
月
に
テ
イ
ン
セ
イ
ン
政
権
が
誕
生
し
て
以
来
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
は
確
か
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
自
宅
軟
禁
が

解
か
れ
、
今
年
二
一
年
ぶ
り
に
諸
外
国
外
遊
を
果
た
し
た
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
も
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
記
念
講
演
（
二
〇
一
二
年
六
月

一
六
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
（
註
１
））

の
中
で
述
べ
て
い
る
。「
…
…
こ
こ
一
年
、
民
主
主
義
と
人
権
を
信
じ
て
き
た
人
々
の
努
力
が
ビ
ル

マ
で
や
っ
と
実
り
始
め
る
兆
候
が
表
れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
方
向
へ
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
民
主
化
へ
向
け
た
措
置
が
と
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
…
…
」
と
。

　
た
だ
、
同
講
演
で
は
こ
う
し
た
変
化
の
兆
し
と
は
お
お
よ
そ
無
縁
の
、
多
く
の
忘
れ
去
ら
れ
が
ち
な
人
々
（
政
治
囚
、
難
民
、
移
住
労

働
者
、
人
身
売
買
の
犠
牲
者
、
強
制
移
転
で
土
地
を
追
わ
れ
た
人
々
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
援
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
て

い
る
。
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
四
苦
」「
怨
憎
会
苦
」「
愛
別
離
苦
」 

を
引
き
な
が
ら
、
と
り
わ
け
あ
と
の
二
つ
の
苦
し
み
に
遭
遇
し
て

い
る
こ
れ
ら
の
人
々
を
具
体
的
な
手
だ
て
で
「
思
い
や
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
…
…
前
向
き
で
健
全
な
あ
ら
ゆ
る
思
想
、

あ
ら
ゆ
る
言
葉
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
が
平
和
へ
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
で
す
。
安
心

し
て
眠
り
に
つ
き
幸
せ
の
う
ち
に
目
覚
め
ら
れ
る
平
和
な
世
界
を
作
り
あ
げ
る
試
み
を
行
う
た
め
に
互
い
に
手
と
手
を
取
り
合
い
ま
し
ょ

う
。
…
…
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
。

　（
註
１
）　http://w

w
w
.nobelprize.org/nobel_prizes/peace/laureates/1991/kyi-lecture_en.htm

l
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こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
三
名
の
ビ
ル
マ
僧
た
ち
も
、「
民
主
化
に
向
け
た
措
置
」
に
よ
っ
て
刑
務
所
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
元
政
治
囚
」
で

あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
略
歴
を
な
ぞ
っ
て
み
た
い
。

ト
ン
ダ
ラ
ウ
ン
タ
師

　
一
九
五
二
年
生
ま
れ
（
六
〇
才
）。
マ
ン
ダ
レ
ー
管
区
ミ
ン
ジ
ャ
ン
郡
区
出
身
、
一
二
才
で
出
家
し
沙
弥
と
な
る
。
一
九
七
九
年
〜
一

九
八
一
年
ま
で
マ
ン
ダ
レ
ー
市
の
名
門
マ
ソ
ー
イ
ン
教
学
僧
院
で
学
ぶ
。
コ
ー
ウ
ィ
ダ
ビ
ワ
ン
タ
師
と
ヤ
ー
ザ
ダ
ン
マ
ビ
ワ
ン
タ
師
に

師（
註
２
）事。

こ
の
頃
上
級
レ
ベ
ル
の
仏
教
学
位
ダ
ン
マ
サ
リ
ヤ
（
説
法
師
）
試
験
に
合
格
。
そ
の
後
ミ
ン
ジ
ャ
ン
の
僧
院
で
五
〇
人
以
上
の
沙

弥
の
教
育
に
あ
た
る
。

　
一
九
八
八
年
の
反
政
府
大
規
模
デ
モ
で
は
ミ
ン
ジ
ャ
ン
の
僧
侶
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
関
わ
る
。
一
九
八
九
年
三
月
一
五
日
（
三
六

才
）
に
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
以
来
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
一
日
（
五
九
才
）
に
解
放
さ
れ
る
ま
で
、
二
三
年
間
政
治
囚
と
し
て
獄
中
生
活

を
送（
註
３
）る。

　
現
在
は
ミ
ン
ジ
ャ
ン
の
村
に
戻
り
、
貧
し
い
村
人
の
生
活
を
支
え
る
た
め
植
林
・
井
戸
掘
り
を
試
み
た
り
、
沙
弥
教
育
を
手
が
け
た
り

し
て
い
る
。

　（
註
２
） 　
共
に
一
九
九
〇
年
の
「
僧
侶
に
よ
る
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
」
の
指
導
者
の
中
の
一
人
で
、
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
た
。
コ
ー
ウ
ィ
ダ
ビ
ワ
ン

タ
師
は
一
年
後
に
解
放
さ
れ
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
。
二
〇
〇
七
年
の
「
僧
侶
の
大
規
模
デ
モ
」
の
折
も
海
外
か
ら
支
援
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年

に
八
三
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ヤ
ー
ザ
ダ
ン
マ
ビ
ワ
ン
タ
師
（
八
〇
才
）
は
二
年
後
に
解
放
さ
れ
、
現
在
は
マ
ソ
ー
イ
ン
教
学
僧
院

（
約
三
〇
〇
名
の
学
僧
）・
新
マ
ソ
ー
イ
ン
教
学
僧
院
（
約
三
〇
〇
〇
名
の
学
僧
）
の
僧
院
長
を
勤
め
て
お
ら
れ
る
。
今
年
五
月
来
日
さ
れ

お
会
い
し
た
際
、
軍
政
か
ら
国
家
サ
ン
ガ
大
長
老
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
固
辞
さ
れ
た
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。

　（
註
３
） 　『
罪
と
罰
』
二
〇
一
二
年
七
月
一
〇
日
、『
良
心
の
美
し
さ
』
二
〇
一
二
年
七
月
一
一
日
、『
自
分
の
間
違
い
を
知
ら
な
い
事
が
最
大
の

間
違
い
で
あ
る
』
二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日
、
ウ
　
ト
ン
ダ
ラ
ウ
ン
タ
の
手
紙
日
本
語
訳
参
照
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ザ
ワ
ナ
師

　
一
九
六
〇
年
生
ま
れ
（
五
二
才
）。
ペ
グ
ー
管
区
ダ
イ
ウ
ー
郡
区
出
身
、
一
〇
才
で
出
家
し
て
沙
弥
に
な
る
。
二
年
後
、
ラ
ン
グ
ー

ン
・
マ
ン
ダ
レ
ー
に
遊
学
し
、
や
が
て
ダ
ン
マ
サ
リ
ヤ
試
験
に
合
格
。

　
一
九
八
八
年
の
反
政
府
大
規
模
デ
モ
に
は
、
ダ
イ
ウ
ー
郡
区
の
抗
議
活
動
に
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
参
加
。
同
年
九
月
の
軍
部
の
ク

ー
デ
タ
ー
で
は
、
弾
圧
を
逃
れ
る
抗
議
行
動
者
た
ち
を
寺
院
に
か
く
ま
う
手
助
け
を
す
る
。
そ
の
後
も
ラ
ン
グ
ー
ン
で
私
設
の
仏
教
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
、
政
治
家
や
反
政
府
活
動
家
と
接
触
し
続
け
る
。
一
九
九
三
年
、
国
連
の
ビ
ル
マ
特
使
横
田
洋
三
氏
が
ビ
ル
マ
を
訪

れ
た
際
、
僧
侶
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
実
態
を
報
告
す
る
た
め
密
か
に
会
い
に
行
く
。
そ
の
直
後
逮
捕
さ
れ
、
二
九
年
の
禁
固
刑
を
宣
告

さ
れ
る
。
一
九
九
七
年
の
恩
赦
令
で
一
九
年
に
減
刑
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に
解
放
さ
れ
る
。
国
内
に
居
続
け
る
こ
と
が
危
険
と
な
り

同
年
一
二
月
、
タ
イ
国
境
の
町
メ
ソ
ッ
ト
に
逃
れ（
註
４
）る。

　
不
法
滞
在
の
ま
ま
長
く
タ
イ
に
住
み
続
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
で
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
日
に
チ
ェ
コ
入
り
し
、
難
民

認
定
さ
れ
亡
命
生
活
を
送
る
。
僧
侶
詩
人
と
し
て
も
著
名
で
、
過
酷
な
刑
務
所
体
験
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
ー
や
詩
も
た
く
さ
ん
書
い
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
で
発
行
し
て
い
る
イ
ラ
ワ
ジ
誌
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
い
つ
の
日
か
ビ
ル
マ
に
帰
り
、
困
っ
て
い
る
子
ど
も
達
の
た
め
の
、
温
か
な
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
寺
を
つ
く
る
事
を
夢
見
て
い（
註
５
）る。

　（
註
４
）　
ザ
ワ
ナ
師
の
略
歴
、
日
本
語
訳
参
照
。

　（
註
５
）　『
夢
見
る
人
の
冬
の
国
』・『
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
ボ
イ
ス
』
ウ

　
ザ
ワ
ナ
著
、
日
本
語
訳
参
照

エ
イ
ン
ダ
カ
師

　
一
九
五
三
年
生
ま
れ
（
五
九
才
）。
マ
グ
ウ
ェ
ー
管
区
ミ
ョ
ウ
テ
郡
区
出
身
、
一
五
才
で
出
家
し
て
沙
弥
に
な
る
。
修
行
途
中
で
師

　
匠
が
発
病
し
介
護
の
た
め
修
学
課
程
が
遅
れ
、
二
八
才
に
な
っ
て
や
っ
と
マ
ン
ダ
レ
ー
教
学
僧
院
で
学
ぶ
機
会
を
得
る
。
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一
九
八
八
年
当
時
は
ヤ
ン
ゴ
ン
の
青
年
僧
侶
連
合
の
監
査
長
を
勤
め
、
抗
議
デ
モ
に
参
加
す
る
。
そ
の
後
一
九
九
〇
年
の
ヤ
ン
ゴ
ン
に

お
け
る
「
パ
ッ
タ
ニ
ッ
ク
ッ
ジ
ャ
ナ
カ
ン
マ
」（
覆
鉢
＝
軍
政
関
係
者
と
そ
の
家
族
ヘ
の
不
受
不
施
）
デ
モ
に
も
加
わ
り
逮
捕
さ
れ
五
年

の
禁
固
刑
と
な（
註
６
）る。
こ
の
時
、
現
在
住
職
を
勤
め
て
い
る
マ
ッ
ギ
ン
僧
院
の
初
代
住
職
ワ
ー
ヤ
マ
パ
ン
ニ
師
（
ワ
ー
サ
ワ
パ
ン
デ
ィ
タ
師

と
も
呼（
註
７
）ぶ）
に
出
会
い
、
五
年
間
獄
中
生
活
を
共
に
し
て
影
響
を
う
け
る
。

　
一
九
九
五
年
解
放
さ
れ
て
か
ら
、
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
の
通
信
教
育
で
哲
学
を
専
攻
し
、
学
士
号
を
得
る
。
当
時
住
職
を
務
め
て
い
た
マ
ッ

ギ
ン
僧
院
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
の
介
護
や
、
孤
児
や
貧
し
い
家
庭
の
子
供
た
ち
を
引
き
取
り
、
教
育
を
施
し
た
り
し
て
面
倒
を
み
て
い
た
。

　
二
〇
〇
七
年
の
「
僧
侶
に
よ
る
反
軍
政
大
規
模
デ
モ
」
に
も
参
加
し
、
同
年
九
月
再
逮
捕
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
三
日
に
解
放
さ

れ
る
。

　
現
在
は
、
軍
政
の
弾
圧
に
よ
る
襲
撃
で
壊
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
テ
ィ
ン
ガ
ン
ジ
ュ
ン
区
に
あ
る
自
房
の
マ
ッ
ギ
ン
僧
院

に
戻
り
、
再
建
に
励
み
な
が
ら
、
一
〇
人
ほ
ど
の
沙
弥
の
面
倒
も
み
て
い
る
。
将
来
的
に
は
僧
院
で
再
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
ー
、
孤
児
や
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
寺
子
屋
教
育
、
職
業
訓
練
、
英
語
教
育
、
行
き
場
の
な
い
元
政
治
囚
の
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど

を
手
が
け
る
予
定
で
あ
る
。

　（
註
６
） 　
ウ

　
エ
イ
ン
ダ
カ
の
手
紙
二
〇
一
二
年
六
月
一
二
日
、『
覆
鉢
』
二
〇
一
二
年
七
月
九
日
ウ

　
エ
イ
ン
ダ
カ
著
日
本
語
訳
参
照
。

　（
註
７
） 　
ワ
ー
ヤ
マ
パ
ン
ニ
師
は
ウ
ヌ
元
首
相
の
信
認
を
得
て
い
た
高
僧
で
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
で
仏
教
を
学
び
数
カ
国
語
に
通
じ
、
タ
イ
・

ラ
オ
ス
等
で
仏
教
を
教
え
る
な
ど
豊
富
な
海
外
経
験
を
持
つ
。
イ
ン
ド
留
学
中
、
有
名
な
イ
ン
ド
人
作
家
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ー
ン
ク
リ
ッ
テ

ィ
ヤ
ー
ヤ
ン
と
親
交
を
深
め
て
い
る
。
ネ
ウ
ィ
ン
軍
政
下
時
代
か
ら
度
々
投
獄
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
の
僧
侶
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
精
神

的
支
柱
の
一
人
で
も
あ
る
。
獄
中
の
大
部
屋
に
い
る
と
き
は
、
政
治
囚
の
学
生
た
ち
に
乞
わ
れ
れ
ば
い
つ
で
も
仏
教
を
教
え
た
り
英
語
を

教
え
た
り
し
て
、
当
局
の
勘
気
に
触
れ
そ
の
都
度
独
房
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
。
最
後
は
一
九
九
〇
年
か
ら
八
年
間
の
投
獄
に
耐
え
、
二
〇

〇
五
年
八
三
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。「
常
に
清
ら
か
な
こ
こ
ろ
で
い
な
さ
い
」
と
い
う
の
が
口
癖
で
あ
っ
た
。
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ト
ン
ダ
ラ
ウ
ン
タ
師
と
エ
イ
ン
ダ
カ
師
は
、
私
宛
の
省
察
の
結
び
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

　「
国
と
国
民
の
た
め
活
躍
し
て
い
る
人
間
に
は
賛
成
す
る
。
自
分
の
グ
ル
ー
プ
と
個
人
の
た
め
だ
け
に
活
躍
し
て
い
る
人
間
に
は
賛
成

し
か
ね
る
。
人
類
に
貢
献
し
て
い
る
人
間
を
尊
敬
す
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
箇
所
で
部
分
的
に
貢
献
し
、
活
躍
し
て
い
る
人
間
も
、
広
い

見
地
に
立
っ
て
全
体
の
た
め
に
貢
献
し
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
遠
い
将
来
を
想
像
し
、
良
い
未
来
の
見
通
し
が

で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
心
的
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
仏
陀
は
、
他
の
人
の
身
に
な
っ
て
思
い
や
る
こ
と
を
、
仏
陀
に
な
る
前
の

多
く
の
前
世
か
ら
重
視
し
、
実
行
し
て
こ
ら
れ
た
。

①
ロ
ー
カ
ッ
タ
サ
リ
ャ
＝
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
も
の
を
憐
れ
み
助
け
る
こ
と
②
ニ
ャ
ー
タ
ッ
タ
サ
リ
ャ
＝
同
類
の
為
を
思
い

助
け
る
こ
と
（
人
類
だ
っ
た
ら
人
類
全
体
の
為
、
猿
だ
っ
た
ら
猿
類
全
体
の
為
な
ど
）

　
仏
教
に
は
人
種
、
肌
の
色
、
地
位
な
ど
の
差
別
が
全
然
な
い
。
自
ら
ダ
ン
マ
（
真
理
）
を
理
解
し
自
分
で
実
践
で
き
る
よ
う
教
え
て
い

る
た
め
、
俗
世
で
主
張
さ
れ
て
い
る
自
由
（
発
言
の
自
由
な
ど
）
よ
り
も
、
自
由
で
平
和
な
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
も
上
記
の

二
つ
の
教
え
を
現
代
の
世
界
に
当
て
は
め
て
話
す
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
註
３
）
ウ

　
ト
ン
ダ
ラ
ウ
ン
タ
『
良
心
の
美
し
さ
』
よ
り

　
」

　「
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
国
民
と
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
改
善
に
貢
献
し
、
開
発
に
貢
献
し
て
く
れ
る
政
府
を
求
め
る
わ
け
で
あ
る
。

あ
る
家
庭
、
あ
る
学
校
、
あ
る
国
家
で
、
抑
圧
す
る
側
や
抑
圧
さ
れ
る
側
が
存
在
し
続
け
る
限
り
、
平
和
に
は
な
れ
な
い
し
、
進
歩
も
で

き
な
い
。
抑
圧
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
「
不
安
と
怒
り
」
を
抱
い
て
い
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
怒
り
や
不
安
を
捨
て
て
、
改
善

し
よ
う
と
両
方
が
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
諸
外
国
も
歓
迎
す
る
に
違
い
な
い
。
国
民
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
政
府
が
現
れ

05　馬島氏.indd   39 14/02/03   16:34



「教化学研究４」2013. 3 40

な
い
限
り
、
世
界
に
お
い
て
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
国
家
と
し
て
恥
し
い
し
、
国
民
の
生
活
も
悪
化
し
、
平
和
に
も
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。
仏

陀
の
教
え
た
瞑
想
も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
有
効
に
は
な
ら
な
い
。
国
家
も
早
く
改
善
し
、
高
い
知
識
を
持
っ
た
国
民
が
増
え
、
正
し
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
私
は
祈
っ
て
い
る
。

　
・
執
着
と
無
意
識
を
抱
い
て
い
る
限
り
、
苦
し
み
が
増
す

　
・
執
着
を
捨
て
、
意
識
的
に
行
え
ば
、
改
善
が
望
め
る

　
・
す
べ
て
の
生
き
物
は
、
安
穏
で
あ
れ
。（
註
６
）
ウ
　
エ
イ
ン
ダ
カ
『
覆
鉢
』
よ
り

　
」

　
ザ
ワ
ナ
師
は
そ
の
エ
ッ
セ
ー
で
、
過
酷
な
刑
務
所
生
活
に
お
け
る
慈
悲
の
実
践
が
我
が
身
を
救
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ザ
ワ
ナ
師

は
じ
め
政
治
囚
が
、
家
族
が
差
し
入
れ
る
貴
重
な
金
品
を
出
し
合
っ
て
、
貧
し
い
飲
ん
だ
く
れ
の
刑
務
所
役
人
の
幼
い
娘
の
教
育
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
、
心
を
通
わ
せ
て
い
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　「
刑
務
所
役
人
た
ち
に
よ
る
心
理
的
圧
迫
に
、
刑
務
所
内
の
私
た
ち
の
誰
も
が
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
リ
カ
リ
し

た
り
物
事
に
敏
感
に
な
っ
た
り
。
そ
れ
は
仏
教
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
怒
り
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
慈
悲
こ
そ
が
そ
の
怒
り
か
ら

わ
が
身
を
守
る
し
く
み
で
し
た
。
慈
悲
は
人
の
心
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
刑
務
所
に
入
る
と
す
ぐ
に
仏
の
教
え
に
従
っ
て

慈
悲
を
修
練
す
る
こ
と
に
決
め
、
そ
の
後
実
践
し
ま
し
た
。
刑
務
所
役
人
に
よ
る
残
虐
非
道
な
行
為
に
直
面
し
た
時
の
慈
悲
の
修
練
は
、

あ
た
か
も
壊
れ
た
ね
じ
回
し
で
こ
の
世
で
最
も
堅
い
石
に
穴
を
開
け
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
日
々
の
慈
悲
修
練
は
、
怒
っ
た
看
守
に
よ

っ
て
一
晩
で
止
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。（
註
５
）
ウ

　
ザ
ワ
ナ
『
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
ボ
イ
ス
』
よ
り

　
」

　
ビ
ル
マ
僧
の
教
化
活
動
と
は
、
健
全
な
「
身
口
意
」
三
業
に
よ
る
利
他
行
に
他
な
ら
な
い
。
軍
政
で
あ
れ
個
人
で
あ
れ
、
仏
陀
の
教
え

に
違
背
す
る
者
・
平
和
を
乱
す
者
は
そ
の
行
い
を
改
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
苦
し
み
は
こ
れ
を
取
り
除
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か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
慈
悲
の
精
神
を
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
で
、
人
々
に
示
し
て
い
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
教
化
活
動
そ
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

追
記

　
こ
の
原
稿
を
提
出
す
る
つ
も
り
で
い
た
矢
先
（
一
一
月
二
八
日
）、
ビ
ル
マ
国
内
で
僧
侶
た
ち
が
ま
た
し
て
も
政
府
の
弾
圧
の
標
的
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ザ
ガ
イ
ン
管
区
の
モ
ン
ユ
ワ
（
二
〇
〇
三
年
五
月
二
七
日
、
遊
説
中
の
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
一
行
の
車
列
が
軍
政

関
係
者
に
襲
撃
さ
れ
た
場
所
。
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
も
負
傷
し
そ
の
後
三
度
目
の
自
宅
軟
禁
に
な
っ
た
。）

近
郊
の
村
で
、
軍
部
と
中
国
資
本
の
合
弁
に
よ
る
銅
鉱
山
企
業
の
強
制
立
退
き
と
鉱
害
に
苦
し
む
村
人
た
ち
の
抗
議
行
動
を
支
持
し
て
座

り
込
み
を
し
て
い
た
数
百
人
の
僧
侶
た
ち
の
テ
ン
ト
に
、
深
夜
治
安
部
隊
が
放
水
し
催
涙
ガ
ス
を
あ
び
せ
た
た
め
、
火
災
が
発
生
し
た
。

　
テ
ン
ト
内
で
睡
眠
を
と
っ
て
い
た
僧
侶
や
村
人
た
ち
の
多
く
が
や
け
ど
負
っ
て
い
る
。
逮
捕
さ
れ
た
も
の
も
出
て
い
る
。
こ
の
銅
鉱
山

企
業
は
、
同
地
に
あ
る
ビ
ル
マ
仏
教
の
ア
ビ
ダ
ン
マ
（
経
典
解
釈
）
の
集
大
成
者
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
、
レ
ー
デ
ィ
ー
尊
師
（
故

人
）
が
瞑
想
修
行
さ
れ
た
聖
地
に
建
つ
テ
イ
ン
（
重
要
な
儀
式
を
行
う
大
切
な
場
所
）
を
取
り
壊
し
始
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
僧
侶
た

ち
の
行
動
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
。
来
日
中
の
ザ
ワ
ナ
師
は
「
ビ
ル
マ
に
は
今
も
な
お
武
力
に
た
よ
っ
て
権
力
を
手
放
そ
う
と
し
な
い
勢

力
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
た
だ
私
利
私
欲
の
た
め
に
、
権
力
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
ビ
ル
マ
国
民

に
対
す
る
無
法
と
非
道
な
脅
迫
を
犯
し
て
い
ま
す
。
人
権
侵
害
の
う
ち
の
も
っ
と
も
野
蛮
な
こ
と
が
、
ビ
ル
マ
で
は
起
き
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
僧
侶
た
ち
は
身
を
犠
牲
に
し
て
人
々
を
助
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
仏
陀
の
慈
悲
の
教
え
だ
か
ら
…
…
。」
と
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

　
元
政
治
囚
僧
侶
ト
ン
ダ
ラ
ウ
ン
タ
師
の
項
で
触
れ
た
、
マ
ソ
ー
イ
ン
僧
院
長
ヤ
ー
ザ
ダ
ン
マ
ビ
ワ
ン
タ
師
は
二
〇
一
三
年
三
月
十
三
日

（
ビ
ル
マ
人
権
の
日
）
遷
化
さ
れ
た
。
世
寿
八
十
一
歳
。
そ
の
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
。
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